
/IJ"、
� 

体

漢

文

「

併
」

字

の

零

と
の
稿
で
は、
平
安
時
代
の
変
体
漢
文
の
「
併」
字
が、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」

と
読
ま
れ
る、
「
す
べ
て・
み
な」
の
意
の
副
詞
用
法
し
か
も
た
な
か
っ
た
ら

し
い
と
と、
お
よ
び
そ
の
原
因
が、
当
時
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
四
六
文
の
影

響
を、
変
体
漢
文
が
強
く
う
け
た
点
に
あ
る
ζ
と
を
論
じ、
つ
い
で、
「
併」

字
が
現
在
の
よ
う
に
「
あ
わ
す」
「
な
ら
ぶ」
な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は、
江
戸
時
代
に
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
が
接
続
詞
化
し
た
と
と

と、
室
町
時
代
以
降
四
六
文
に
か
わ
っ
て
古
文
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
と
の
た
め
で
あ
る
と
と
を
述べ
る。

変体漢 文 の 「併」 字

平
安
時
代
の
変
体
漢
文
に
お
い
て
は、
「
併」
字
は、
「
す
べ
て・
み
な」
の

意
の
副
詞
と
し
て
の
用
法
し
か
も
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

と
の
こ
と
は
ま
ず、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
加
点
さ
れ
た
変
体
漢
文
文
献

中
の
「
併」
字
が、
管
見
に
よ
れ
ば
と
と
ご
と
く
「(
シ
カ
シ
ナ
ガ)
ラ」
の
訓

注
一

を
も
っ
乙
と
か
ら
言
い
う
る。

自公

俊

良E

城

太

ノ

ヲ

Z
7

7

ラ

①
況
凶
陣
挙
而
立
歓
数
千
併
伏
拝
(
真
福
寺
本
将
門
記
承
徳
点)

ヲ
ト
ロ

キ

ラ

サ
ワ
ク

②
図ニ
之-
京
中
大

鷲

城
邑
併
話

(
楊
守
敬
本
将
門
記
古
点)

テ
ン
ヨ

ソ
テ

そ

-
7
ヨ
ロ
コ

フ

ラ

テ

シ

ス

③
況
乎 、

四
陳
挙

而
立

歓

数
千
併
以
伏
拝
(
同)

ト
フ
ラ
ヒ

ヲ

タ
ツ
ネ
テ

シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

7
ン
サ
ン

④
或

訪

事
縁一
或

尋

生
先-

併

以
紛
散
非ユ
目疋
他
事一
(
高
山
寺
蔵
消
息

文
範
鎌
倉
初
期
点)

タ
ル
メ
サ
レ

ノ
ル
イ

リ

ノ

ス
コ

ア
ル
ト
そ
そ
チ
タ
ル
EP

リ

キ

ヲ

テ

エ

シ
カ
y
ナ
カ
ラ

⑤
被
召

革
類
従
西
国
方

頗

錐
持
来

自ニ
無ユ
止
所
々
依
有
仰
事

併

以

奉
配
(
同)

毛
、

ン

ナ
リ
ト

ユ

シ

シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

ス

シ
ヤ
ヲ
ナ
ラ
タ
ノ

ミ

⑥
諸
事
雄
繁
多

格
上
難
尽-

併

期
拝-
謝
而
己

謹
言
(
同)

エ

シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

ス

ミ
ア
カ
y
ノ

ユ

ヲ

⑦
大
和
国
諸
寺
諸
山

併

施
l

入
御

明

御
1

泊

二
南
元
阿
弥
陀
仏
作
普
集
建

仁
二
年
頃
点)

つ
ぎ
に、
語
法・
表
記
の
上
で
変
体
漢
文
の
影
響
の
あ
る
こ
と
が、
す
で
に

証
明
さ
れ
て
い
る
今
昔
物
語
集
や
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
交
文
中
に
は、
「
シ
カ

シ
ナ
ガ
ラ」
と
読
む
と
恩
わ
れ
る、
次
の
よ
う
な
例
が
幾
っ
か
見
出
さ
れ
る。

③
大
中
小
/

若
干
/

材
木 、

併
ラ

南
ノ

山
辺
ナ
ル

柚
ヨ
リ

空
ヲ

飛
テ

都
ヲ

被
造
ル

所

ニ
来
ニ
ケ
リ

(
今
昔
物
語
集
・

巻
十一
の
M)

⑨
心
清
ク

誠
ヲ

至
シ
テ

精
進
ニ
テ

書
タ
ル

経
ハ
、

併
ラ

竜
宮
ニ
納
h

リ
(
同
・

巻
十
四

の
お)

13 



⑩
内
侍
逮
ノ
是
マ
テ
送
給
タ
ル
ハ
、

併-
フ
大
明
神
ノ
御
受
納
卜
仰
キ
テ
信
ヲ

取
ル
(
延
鹿
本
平
家
物
語・
徳
大
寺
厳
島
へ
稲
給
事)

⑪

彼
等
ニ

立
ツ
ト
コ

ロ

ノ

矢
ハ

併
ラ
和
光

霊
跡
/

御
ハ

タ
ヘ

ニ

立
タ
ル
ナ
リ

(
問
・

後
二
条
凶
白
紙
総
事)

⑫
只
併
ラ
今
生
ノ

栄
花
息
災
延
命
ト

存
候
キ
(
同
・

成
親
版
刷
俊
寛
等
仙
北
μ

被
流
事)

そ
の
外、
変
体
淡'X
と
の
凶
り
は、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が、
そ
の
用

字
法
が、
当
時
の一
般
的
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
と
と
は
た
し
か
な
法
華
百
鹿
の

次
の
例
が
あ
る。

タ
ヒ

J

⑬
仏
ヲ
三
度
メ
ク
リ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ニ

ワ、

此
経
皆
併-
フ
ソ
ラ
ニ
オ
ホ
エ
タ

テ
マ
ツ
ラ
ム
(
三
月
四
日)

た
だ、
と
れ
ら
の一
般
的
用
法
に
反
し
て、
一
例
だ
け、
今
昔
物
語
集
巻
二

六
に
「
ア
ハ
ス
」

と
読
む
べ

き
か
と
忠
わ
れ
る
例
が
あ
る
。

⑬
祖、
伯
父
失ニ
ケレハ、
英
二
人
力
財ヲ
併
テ
伝ヘ
テ、
此モ
大
夫ノ
介ト
テ、
不

/

外
-一

勢
徳
有
者
ニ
テ
ソ

有ケ
ル

(
巻
二

六
の
5
)

し
か
し
な
が
ら
乙
れ
は、
片
仮
名
の
「
ラ」
の
宇
休
が
「
テ」
と
似
て
い
て

紛
ら
わ
し
い
場
合
が
あ
る
乙
と
と、
今
昔
物
語
集
在
ニムハ
は、
信
頼
で
き
る
本

注
三

文
が
江
戸
時
代
中
期
の
写
し
で
あ
る
乙
と
か
ら
き
た
誤
写
で
は
な
い
か
と
解
さ

れ
る。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が、
江
戸
の
中
期
に
な
る
と、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」

は
完
全
に
接
続
詞
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ、
当
時
の
著
名
な
有
識
故
笑
家
で

あ
っ
た
伊
勢
貞
丈
さ
え
も、
乙
の
語
の
本
来
の
用
法
を
知
ら
ず、
古
消
息
中
の

「
併」
字
に
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
の
訓
が
あ
る
乙
と
を
悔
し
ん
で、
「
ア
ハ
セ

注
凶

テ
」

の
訓
を
あ
て
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
い
っ

た
状
態
に
な
る
。

と
の
よ
う
な

状
態
に
な
れ
ば、
書
写
の
際
に
「
併-フ」
の
「
ラ」
が、
「
併
(ア
ハ
セ〉
テ」
の

「
テ」
と
見
誤
ら
れ
る
と
と
は、
容
易
に
お
ζ
り
ね
た
で
あ
ろ
う。
実
際、
前引

配
で
も
翻
刻
の
際
な
ど
に、
「
併
ラ
」

の
表
記
を、
「
併
テ
」

と
誤
っ

て
い
る
実

例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
し、
特
に
今
昔
物
語
集
の
乙
の
例
は、
直
前
に
目
的

格
を
伴
う
の
で
い
よ
い
よ
動
詞
の
例
と
誤
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

し
た
が
っ
て、
す
で
に
院
政
則
に
は、
仮
名
交
り
文
の
用
字
法
の
大
勢
と
し

て
は、
「
制」
字
に
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
の
訓
が
同
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る。
今
昔
物
語
作用
の
他
の
部
分
で
は、
動
詞
「
ア
ハ
ス」
は
と
と
ど
と
く「
合」

字
で
表
記
し
て
あ
る。

然
レ
ハ
千
人 、

カ
ヲ

合
セ
テ

引
ク
ニ

魚
水
ヲ

山
ル

事
ヲ

得
タ
リ

(
巻
二
の
MC

維-一
合
づ
必
ス
五
十
丈
ヵ
内
ヲ
不
過
一一
シ
取
ケル

刷応
レ
(
巻
二
九
の
M〉

14 

注一
、

「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
が 、
「
す
べ
て
・

み
な」
の
芯
を
も
っ
と
と
に
つ
い
て
は 、

谷
川
士
清
「
和
訓
架」

材提
μ
裕
「
平
安
時
代
の
波
文
訓
読
誌
に
つ
き
て
の
研
究」
四
六
二
賞
多
照。

注
二 、
協叫
出伸
明
「
今
昔
物
詩
集
に
お
け
る
変
休
刊伏
文
の
影
響
に
つ
い
て」
(「
同
語
学」
お〉

山
口
伐
紀
「
今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見」
(「
国
語
と
国
文
学」
明
和
四一
年一
一一
月)

佐
藤
中日
代
治
「
日
本
文
章
巾人
の
研
究」
二
九
二一
良
以
下

伐
三 、
馬
淵
和
夫
「
今
合
物
詩
集」
(
市門
下
経一
等
制
「
平
安
朝
文
学
火」
所
収)

注
四 、
「
安
斉
随
祭」
併
字
訓

以
上
見
た
よ
う
に、
付
訓
さ
れ
た
例
や
漢
字
仮
名
交
り
文
の
用
字
か
ら
す
る

と、
平
安
時
代
の
変
休
漢
文
の
「
併」
字
は、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
い
う
別

制
の
刑
法
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る。
そ
し
て、
乙
の
乙
と
を、
大
多
数

を
し
め
る、
変
体
漢'X
の
付
訓
さ
れ
て
い
な
い
例
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
見
た

場
合
で
も、
そ
れ
ら
の
例
は、
そ
の
訓
で
ほ
と
ん
ど
の
場
合
意
味
が
よ
く
通
じ

る。



変休漢文の「併J字

し
か
し
ま
た
考
え
て
み
る
に、

全
体
か
ら
見
れ
ば、

付
加
さ
れ
た
例
は、

ま

っ
た
く
の
少
数
に
過
ぎ
ず、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
」

と
付
訓
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ら
の

文
献
の
文
体
が
特
殊
で
あ
る
た
め
で

あ
っ

て

(
当
時
変
体
淡
文
に
加
点
さ
れ
る
の

は 、
む
し
ろ
異
例
な
と
と
で
あ
り 、

加
点
さ
れ
る
も

の
は 、

文
献
と
し
て
特
殊
で
あ
る
と

注
一

か
京
要
で
あ
る
と
か
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る) 、

必
ず
し
も
一
般
的
現
象
と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
残
る
。

ま
た
漢
字
仮
名
交
り
文
の
場
合

で
も、

そ
の
用
字
法
は、

変
休
漢
文
の
そ
れ
を
背
景
K
も
っ
て
い
る
ら
し
い
も

の
の
、

両
者
の
関
係
は
ど
の
程
度
で
あ
る
の
か、

前
者
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
で

後
者
を
判
断
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
点
に
な
る
と、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る

の
で
あ
る
。

実
際、

正
格
の
漢
文
で
は
平
安
中
期
ま
で
は、

a

AQ

A

 

⑮
其
画
工
漆
部
二
司
併
内
匠
寮 、

喪
儀
司
併
鼓
吹
司 、

内
礼
司
併
MW
正
ム川

.
(
類
来
三
代
格・
大
同
三
年
正
月
廿
日
詔)

AQ

 

⑬
幸
遇
明
時
思
不
響、

併
名
抜
率
両
家
児

(
扶
桑
集
・
大
江
古
人
・
澄
明
示
光

一
度
及
第 、
不
勝
欣
喜 、
京刊
誌
相
賀)

AU

 

⑫
察
状、

四
所
一

心、

多
類
併
力、

曳
未
曳
之
笠
木
(
朝
野
群
載・
延
暦
寺
諜・

天
暦
四
年)

AQ

 

⑬
大
輔
又
不
在
少
輔
姓
名
下、

併
注
官一
奉
行
(
令
義
解
・
公
式
令)

の
ご

と
き、

動
詞
の
例、

あ
る

い
は
一川

詞
で
も
「

す
べ

て
・

み
な
」

の
窓
と
は

考
え
ら
れ
な
い
例
を
見
出

す
の
は
、

さ
し
て
困
難
で
は
な
く、

変
体
漢
文
中
の

「
併
」

字
の
、

付
訓
さ
れ
て
い
な
い
例
に、

と
の
よ
う
な
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
」

以
外
の
例
も
混
つ
て
は
い
な
い
か
と
い
う
と
と
に
な
る
と、

そ
れ
を
否
定
す
る

と
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

そ
の
と
と
を
変
休
漢
文
の
資
料
で
あ
る
当
時
の
文
書
や
記
録
の
中
に
数
多
く

注
二

見
出
さ
れ
る
「
併
」

字
の
例
で
検
討
し
て
み
よ
う。

と
れ
ら
の
資
料
は
ど
う
訓

ま
れ
た
か
を
一

々
復
原
す
る
ζ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で、

文
脈
ト一
の
位
置
関
係

よ

り

考

察

す

る

こ

と

に

す

る
。

「

併
」

字

は
、

文

中

に

お

け

る

述

語
(
述
部
)

お

よ
び
答
語
(
綜
部)

と
の
位
間
関
係
に
よ
り、

大
路
次
の
凹
類
に
分
類
で
き
る
o

I、
「

併
」

字

以
前
に
は
客

語
が
な
い
例

AO

Il

lit-

-111111

 

⑬
田
城
等
陳
申
者、

回
核
則
併
平
問
御
庄
司
容
人
等
也
(
平
安
治
文
一
四
六
五・

定
林
奇
妙
安
寺
所
司
等
解
・
康
和
三

年)

a

lit-h

 

@
就
中
去、
氷
長
元
年
十
月
之
比、

講
堂
北
庇
九
問
併
頒
務
(
同
一
五
O
一
・
官

宣
己目
案
・
康
和
四
年)6
111

 

@
仰
云、

世
間
嘉
名
併
刈
吾
京、

選
有
恐
事
也
(
長
秋
記
・
元
永
二
年
七
月
凶

日)

E、
「
似」

字
以
前
に
客
認
が
あ
る
例

⑫
右
如
ん弁
護
案
先
例、

宝
君
鎮
座
以
降
王
子
今、
円
づ
衣
供
之
料
被
充
給
後、

lil--{11}11lt

企

111111

相
米
七
斗
五
升
之
外
併
以
免
除
(
平
安
迫
文
四
六
九
・
盟
後
国
出
原
宮
々
師
如

寿
解
・

克
弘
一

O
年)

F}
}、tJ)})、tJj-tJ、{{(f〉13flil-
-B

a

a--lili-­

@
去
寛
治
五
年
七
月
廿
日
東
寺
三
綱
所
陳
申
之
九
箇
条
相
述、

併
被
召
問

(
同
一
四
一
0
・

左
衛
門
少
士山
中
原
資
活
勘
文
・
康
和
元
年)

lfIt

dJ、t3tt、F3t3tJ、t3t352、，、，，
A

l』』lli

@
尊
像
荘
巌 、

仏
殿
華
麗
併
難
録
筆
端
(
兵
範
記
・

仁
平
二
年
三
月
六
日)

直、
「

併
」

字
の
客

語
と
思

わ
れ
る

語
が、
「

併
」

字

の
直
後
に
位
置
す

る
例

a

ll--111111

 

⑧
但
種
蒔
之
由
有
愁
申、

併
公
私
不
便
也。

然
則
如
先
々
充
行
五
町
田、

述

可
充
給
者
也
(
平
安
治
文
柿
一
六
四
・
大
僧
正
雅
波
書
状
・
究
弘
九
年)

町、

そ
の
他

⑧
謂
庄

四
至
之
境

者、

河
以
西
者
可
為
庄
領
也
。

河
以
東
者
併
可

為
国

領
也

(
同
三
二
九
二
・

官
宣
旨
・
長
克
二
年)

@

抑
南
北
二
京
御
願
諸
寺
者、
寄
進
圧
々
寺
家
進
納
御
年
貢
或
十

分
之一
、

或

百
分
之
一

也。

其
残
併
為
領
家
之
得
分
(
同
四
一
四
一
・
紀
伊
国
大
伝
法
院

所
可
解
案
・

寿
永
三
年)

15 



こ
れ
ら
の
例
は、

||
線
で
述
部
を、

jl
線
で
文
中
で
「
併」
字
以
前
に

位
置
す
る
客
部
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
あ
る。
W
の
「
そ
の
他」
と
し
た
も
の
は、

文
中
の
「
為」
字
を
本
動
詞
と
考
え
る
か
存
在
詞
と
す
る
か
に
よ
っ
て、
ー
に

も
E
に
も
分
類
で
き
る
た
め、
そ
の
所
属
を
明
確
に
し
得
な
い
も
の
で
あ
る。

勿
論、
乙
う
し
た
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て、
文
中
の
「
併」
字
の

用
法
が
何
で
あ
る
か
決
定
し
難
い
と
と
を
示
す
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い。
そ

し
て、
動
詞
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
班
の
場
合
は一
応
抗
く
と
し
て、
そ
の
他

の
場
合
の
「
併」
字
は、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
訓
じ
て
文
意
が
よ
く
通
る
の

で
あ
る。
し
か
し、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
決
定
す
る
こ
と
は、
そ
れ
だ
け
で
は

で
き
な
い。

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は、
E
の
場
合、
す
な
わ
ち
客
語
が
文
中
で
述
語
よ
り

も
前
に
位
置
す
る
場
合
で
あ
る。
ζ
の
よ
う
に
客
語
が
述
語
よ
り
も
前
に
位
白

す
る
例
は、
正
格
漢
文
中
に
も
存
し、
必
ず
し
も
変
体
漢
文
特
有
と
は
言
え
な

注
三
い
が、
変
体
漢
文
中
に
は
頻
繁
に
現
わ
れ
る。
し
た
が
っ
て、
や
は
り
と
れ

は、
目
的
格
が
動
詞
よ
り
前
に
位
置
す
る、
日
本
語
の
構
文
の
影
響
で
生
じ
た

場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
E
の
場
合
の
「
併」
字
も
そ
う
し
た
変
体

漢
文
中
の、
客
語
と
述
語
の
閲
に
位
置
す
る
副
詞
と
考
え
る
と
と
は、
勿
論
充

分
可
能
で
あ
り、
そ
う
考
え
る
の
が
正
し
い
と
と
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
る。
し

か
し、
ひ
ね
っ
て
考
え
る
と、
ζ
の
場
合
の
「
併」
字
は‘
そ
れ
自
身
動
詞
で

あ
り、
前
の
客
語
を・つ
け
て
後
の
い
ま一
つ
の
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
と
も
と

れ
な
く
は
な
い。

ー
の
場
合
は、
E
の
場
合
よ
り
は
副
詞
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
が、
乙
れ
も
同
様、
動
詞
と
考
え
ら
れ
な
い
乙
と
は
な
い。

そ
し
て、
た
と
え
こ
れ
ら
の
「
併」
字
の
用
法
が、
副
詞
と
し
て
の
そ
れ
で

あ
っ
た
と
し
て
も、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
読
ま
れ
た
か
ど
う
か
は、
ま
っ
た

く
不
明
で
あ
る。
「
す
べ
て・
み
な」
の
窓
の
「
併」
字
の
訓
と
な
り
う
る
と

恩
わ
れ
る
語
は、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
の
ほ
か
に
も
多
い。
ま
た、
「
す
べ
て・

み
な」
の
意
の
例
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
そ
の
も
の
も
む
ず
か
し
い。

最
も
問
題
な
の
は、
E
の
場
合
で
あ
る。
と
の
よ
う
な
例
は、
筆
者
は
⑧
の

注
四

一
例
し
か
見
出
し
て
い
な
い
が、
ζ
の
場
合
は、
「
併」
の
動
詞
で
あ
る
蓋
然

性
が
先
の
I
E
N
の
場
合
よ
り一
段
と一
両
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る。
な
ぜ
な
ら、

乙
の
例
は、
「
併ユ
公
私
こ
の
如
く
理
解
し
て
文
意
が
よ
く
辺
る
か
ら
で
あ

る。
も
っ
と
も、
乙
の
場
合
も、
「
併」
が、
「
ま
っ
た
く」
の
怠
の
「
シ
カ
シ

注
五

ナ
ガ
ラ」
と
考
え
れ
ば、
副
詞
と
と
れ
な
く
も
な
い。
「
公
私」
を
主
語
と
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る。
た
だ
し、
乙
の
例
を、
乙
の
よ
う
に
一川
詞
と
考
え
る

の
は、
あ
ま
り
索
直
な
理
解
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る。

そ
し
て、
た
と
え
と
の
E
の
例
を
動
詞
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
で
も、
そ
れ

に
よ
っ
て
副
詞
で
あ
る
か
動
詞
で
あ
る
か
決
定
で
き
な
か
っ
た
I
E
E
の
例
も

動
詞
で
あ
る
と
い
う
乙
と
に
は
勿
論
な
ら
な
い。

16 

注

て

中
古
や
中
世
初
期
に
変
休
漢
文
が
加
点
さ
れ
る
の
は 、

そ
れ
が
規
範
的
性
格
の
文

献
で
あ
る
か

(
高
山
寺
蔵
消
息
文
範
な
ど
て

後
に
な
っ
て
何
ら
か
の
価
値
が
見
出
さ

れ
る
か

(
将
門
記
・

真
福
寺
本
尾
張
国
解
文
な
ど)

の
場
合
の
み
で
あ
る 。

注
二 、
「
平
安
迫
文」

中
に
筆
者
の
調
査
で
は
似
例
存
す
る 。

注
三 、

疑
問
文
・

否
定
文
の
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て 、

「
感
動」

や

「
提
示」

の
場
合

に
は
正
格
漢
文
で
も
と
の
よ
う
な
語
順
は
あ
り
う
る 。

注
四 、

主
な
る
調
査
文
献
は 、

平
安
治
文 、

朝
野
群
戦
(
史
籍
集
覧〕 、

貞
信
公
記
・

九
暦
・

小
右
記
・

御
堂
関
白
記・

師
通
記
・

殿
暦

(
大
日
本
古
記
録) 、

三
代
御
記
・

権
記
・

仰
記
・

左
経
記
・

春
記
・

水
左
記
・

永
昌
記
・

巾
右
記
・

台
記
・

長
秋
記
・

兵
範
記
・

江
記
・

後
鳥
羽
上
皇
御
記



(
史
料
大
成)

注
五 、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
が 、
「
ま
っ
た
く」

の
意
の
用
法
も
有
す
る
乙
と
は
次
の
よ
う

な
例
か
ら
疑
い
が
な
い 。

し
か
の
み
な
ら
ず 、

甲
骨
を
枕
と
し
弓
箭
を
業
と
す
る
本
意 、
し
か
し
な
が
ら
亡
魂

の
い
き
ど
ほ
り
を
や
す
め
た
て
ま
つ
り 、

年
来
の
宿
望
を
と
げ
ん
と
欲
す
る
外
他
事

な
し
(
党一
本
平
家
物
語・
腰
越)

変体漢文の「併J 字

こ
の
よ
う
に、
付
訓
さ
れ
て
い
な
い
例
に
よ
っ
て
見
て
も、
中
古
変
体
漢
文

に
あ
ら
わ
れ
る
「
併」
字
が
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
で
あ
る
葉
然
性
は
き
わ
め
て

高
い
が、
そ
う
断
定
す
る
こ
と
は
字
面
か
ら
は
で
き
な
い。

し
か
し、
と
と
に、
そ
の
乙
と
を
側
面
か
ら
裏
づ
け
て
く
れ
そ
う
な
文
献
が

存
す
る。
そ
れ
は、
三
巻
本
色
葉
字
類
妙
で
あ
る。
院
政
時
代
の
成
立
で
あ
る

と
の
辞
書
の
内
容
が、
当
時
の
変
体
漢
文
の
用
語・
用
字
と
深
い
関
連
を
有
す

注
一

る
と
と
は、
既
に
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
ζ
の
辞
書
に
お
い
て「
併」

字
は
次
の
四
ケ
所
に
あ
ら
わ
れ
る。

、
\1

F

L
\\

、
\

、ー
、
\
、
\
\\

\、

隠
M
M
M

蔵
陰
麓
弊
容
扉
借
騎
蔭
努
匿
蒐
震
関
俄
併
返
八
四一
字
略
V
砧

深
一出
上
隠
(
前

一盟主
・
加
・
辞
字)

並
p

huu安

比
一備
隣
辺
議
耕
顕
方
弁
併
進
八一
二
字
略
V
麗
閲
制
回
印
刷
一四
也

(
黒
川
本
・
那
・
辞
字)

\
ア
ハ
ス

\

\

都一
一亙
反
己
上
向

井
府
盈
反

A口
候
閤反
絢
|
カ
併
都

闘

鴻
|

ア
ハ
セ
テ

7J
|

、\
'
f
，
-
-

P

併、
首れんか
釦
コ
hw
皆
也
(
前
回
家
本
・
師・
辞
字)

(

前
旧
家
本・
阿・
辞
字)

ま
ず
こ
れ
に
よ
っ
て、
変
体
漢
文
中
の
「
併」
字
の
用
法
の
可
能
性
は

「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
の
外、
「
ヵ
ク
ス」
「
ナ
ラ
ブ」
「
ア
ハ
ス」
の
三
つ
の
動

詞
お
よ
び
そ
う
し
た
訓
も
持
ち
う
る
副
詞
と
し
て
の
用
法
と
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て

く
る
乙
と
に
な
る。
た
だ
反
面、
色
葉
字
類
抄
の
と
の
記
載
を
根
拠
と
し
て、

当
時
の
変
体
漢
文
で
も
や
は
り
「
併」
字
に
動
詞
的
な
用
法
が
あ
っ
た
と
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
に
も
思
わ
れ、
そ
れ
は
今
の
場
合
甚
だ
不
都
合
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
が、
ζ
の
点
に
つ
い
て
は
そ
う
乙
だ
わ
る
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う。
な

ぜ
な
ら、
と
の
文
献
が
変
体
漢
文
を
研
究
す
る
上
に
非
常
に
参
考
に
な
る
点
は

注
二

あ
っ
て
も、
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に、
先
行
辞
書
な
ど
の
影
響
が
あ
る
こ
と

か
ら、
逆
に
こ
の
辞
書
の
記
載
を
も
っ
て
変
体
漢
文
を
律
す
る
乙
と
は
で
き
な

い
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。
乙
の
「
併」
字
の
場
合
で
も、
「
ア
ハ
ス」
の
訓

は、
「
併」
字
を
い
れ
て
六
字
に
あ
て
ら
れ、
「
ナ
ラ
ブ」
の
場
合
は
三
二
字、

「
カ
ク
ス」
に
い
た
っ
て
は
実
に
六一
字
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
日

本
人
の
手
に
な
る
比
較
的
簡
略
な
漢
文
で
あ
っ
た
変
体
漢
文
で、
乙
れ
だ
け
多

く
の
漢
字
が
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い。

そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
事
実
は、
前
田
家
本
の
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て、

朱
の
合
点
の
付
さ
れ
て
い
る
「
併」
字
は、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
い
う
訓
を

も
っ
場
合
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る。
乙
の
文
献
の、
朱
筆
の
合
点
っ
き
漢
字

注
三

の
性
格
に
つ
い
て
考
究
さ
れ
た
の
は、
と
ま
っ
ひ
で
お
氏
で
あ
る
が、
氏
に
よ

る
と
合
点
の
加
え
ら
れ
た
漢
字
は、
外
の
多
く
の
漢
字
と
迷
っ
て、
「『
要
文』

と
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
も
の」
と
い
う
ζ
と
に
な
る。
「
要
文」
と
は、
乙
の

文
献
の
政
文
中
の
言
葉
で、
と
ま
っ
氏
の
言
う
よ
う
に、
「
重
要
な
文
字」
の
意

と
解
せ
ら
れ
る。
と
の、
乙
ま
つ
氏
の
解
釈
は、
諸
般
の
事
情
よ
り
し
て
承
認

注
四

す
べ
き
も
の
と
恩
わ
れ
る
が、
し
た
が
っ
て、
合
点
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い、

「
ア
ハ
ス
・
ア
ハ
セ
テ」
「
カ
ク
ス」
の
場
合
の
「
併」
字
は、
当
時
に
お
け

注
五

る
「
書
く
為」
の
辞
書
で
あ
っ
た
色
葉
字
類
抄
で
は
重
要
で
な
い
も
の
と
い
う
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乙

と

に

な

る
。

そ

し

て
、

何

を

書

く

た

め

か

と

言

え

ば
、

変

体

漢

文

を

そ

の

主

包
六

要

な

も

の

と

す

る

「

当

時

の

実

用

文
」

を

書

く

た

め

で

あ

り
、

そ

の
一

不

す

と

こ

ろ

は
、

先

に

見

た
、

付

訓

さ

れ

た

例

や

漢

字

仮

名

交

り

文

中

の

例

の

状

態

と

き

わ

め

て

よ

く

符

合

す

る
。

筆

者

は
、

乙

れ

に

よ

っ

て

筆

者

の

抱

い

た

舵

測

の

正

し

さ

が

証

明

さ

れ

た

も

の

と

考

え

る
。

た

だ
、

「

ナ

ラ

ブ
」

の

場

合

は
、

前

田

山本

本

に

欠

け

て

い

る

中

谷

に

存

し
、

黒

川

本

で

は
、

合

点

が

省

か

れ

て

い

て
、

そ

の

状

態

が

知

り

ね

な

い

の

は
一

抹

の

不

安

で

あ

り
、

前

旧

家

本

上

巻

下

巻

の

朱

築

会

点

の

場

合

で

も
、

そ

れ

が

す

べ

て

原

本

の

そ

れ

を

そ

の

ま

ま

う

け

つ

い

で

い

る

と

見

な

し

て

よ

い

か

ど

う

か

は
、

即

断

を

ゆ

る

さ

な

い

の

で

あ

る

が
、

そ

う

し

た

懸

念

も

付

訓

さ

れ

た

変

体

漢

文

ゃ
、

漢

字

仮

名

交

り

文

の
一

不

す

状

態

の

前

に

は

影

の

う

す

い

も

の

と

言

え

よ
-

つ
。

も

っ

と

も

そ

う

は

言

っ

て

も
、

先

に

見

た

⑬

や

⑧

の

如

き

例

な

ど

か

ら

し

て
、

動

詞

と

し

て

の

用

法

の

存

花

も

全

面

的

に

は

否

定

で

き

な

い

し
、

「

併
」

字

に

「

シ

カ

シ

ナ

ガ

ラ
」

の

訓

が

あ

た

え

ら

れ

る

の

は
、

い

つ

頃

か

ら

な

の

か

も

今

の

と

こ

ろ

見

当

が

つ

か

な

い
。

し

か

し
、

遅

く

と

も

院

政

期

に

は

変

体

漢

文
で
は
(
筆
者
の
見
る
と
ζ
ろ
で
は、

実
は
正
格
淡
文
で
も
M
じ
事
仙
に
あ
る
の
だ
が)

大

勢

と

し

て

は

「

併
」

字

は
、

「

シ

カ

シ

ナ

ガ

ラ
」

と

訓

ぜ

ら

れ

る

副

詞

と

し

て

の

用

法

に

限

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る
。

そ

し

て
、

と

の

乙

と

は
、

中

世

で

は
、

節

用

集

の

諸

本

に

お

い

て

「

併
」

ネ

が

「

シ

カ

シ

ナ

カ

注
七

ラ
」

と

の

結

び

つ

き

で

し

か

現

わ

れ

な

い

と

い

う

事

実

よ

り

し

て
、

よ

り

確

実

な

も

の

に

な

っ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る
。

注

て

馬
淵
和
夫
「
今
昔
物
詩
集
の
言
語
の
問
題」
(「
解
釈
と
鑑
災」
昭
和
三
凶
年
六
月)

杭畔
岸
明
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
『
而
』

字
の
刑
法
に
つ
い
て
」

(「
川
語
学」

m出
)

花
二、

山
田
俊
雄
「
色
葉
字
類
抄山
目
字
門
の
訓
読
の
語
の
性
柊」
(「
成
城
文
芸」

3
)

的
存
明
「
前
出
家
本
色
禁
字
類
抄
と
和
名
類
山県
抄
の
関
係
に
つ
い
て」

(「
同
語
と
同
文

学」

昭
和
三
九
年一
O
月)

作
三、
ζ
ま
つ
ひ
で
お
「
声
点
の
分
布
と
そ
の
機
能
(
I)

||
前
川
家
政
三
巻
本
『
色
実
字

知
抄』
に
お
け
る
差
声
訓
の
分
布
と
分
析
||」
(「
国
諮
問
文」
昭
和
四一
年
七
月)

注
四、
た
だ
し、
小
林
芳
規
氏
は、
乙
の
人円
点
を
「
淡
籍
の
訓
し
か
も
典
拠
あ
る
訓
を
明

示
し
た
も
の
」

と
さ
れ
る

(「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究」

六
O
四
頁)
。

し
か
し、

当
時
の
実
川
文
を
書
く
た
め
の
辞
書
で
あ
っ
た
色
奨
学
類
抄

で、

漢
籍
の
、

平
安
初
期
以
来
の
典
拠
あ
る
訓
を
こ
と
さ
ら
明
示
す
る
必
然
科
は
見
出

さ
れ
ず、

ま
た
AH
占…
の
付
さ
れ
た
漢
字
は
当
時
の
変
体
漢
文
の
市
川
ウ?
と
械
め
で
よ
く

一

致
す
る
の
で、

小
林
氏
の
お
考
え
に
は
従
い
が
た
い。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に、

色

英
字
類
抄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
だ
け
で
は、

そ
の
漢
字
を
当
時
の
常
川
泌

ん子
と
認
め
る
と
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る。

ζ
れ
ら
の
乙
と
に
つ
い
て、

許
し
く
は
別

稿
を
予
定
し
て
い
る
。

法
五、

橋
本
進
士口
「
古
本
節
m
集
の
研
究」

三
O
凶
頁

仲代
六、
山
川

孝
雄
「
国
語
学
史」

一
一ム
凶

頁

注
七、

調
奈
は、

小
川
祝
夫
「
十u
本
節
用
集
六
和
研
究
故
び
に
総
〈川
公小
引」

に
よ
る。
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四

そ

れ

で

は
、

変

体

漢

文

の

「

併
」

字

が
、

何

故

「

シ

カ

シ

ナ

ガ

ラ
」

の

用

法

し

か

も

た

な

い

か

と

い

う

と

と

で

あ

る

が
、

そ

れ

は

結

局
、

変

体

漢

文

が

四

六

文

の

影

響

を

強

く

う

け

て

い

る

た

め

と

考

え

ら

れ

る
。

中

間

の

文

語

文

は
、

大

き

く

部

文

と

散

文

に

分

か

れ
、

散
a
X

は
、

さ

ら

に

四

六

文

と

古

文

に

分

か

れ

る

乙

と

は

周

知

の

と

と

ろ

で

あ

る

が
、

四

六

文

は
、

ま

た

耕

文
・

四
J
ハ

朕

健

文

な

ど

と

も

呼

ば

れ
、

後

漢

の

末

に

お

乙

り
、

J
ハ

朝

時

代



変休淡文の「併」字

に
最
も
盛
ん
と
な
り
完
成
し、
以
後
も
清
末
ま
で
連
綿
と
続
け
用
い
ら
れ
た
休

語
文
で
あ
る。
そ
れ
に
対
し
古'X
は、
四
六
文
が
過
度
に
修
辞
的
で
あ
る
と
と

に
対
す
る
反
動
と
し
て、
山山
末
に
な
っ
て
秦
浅
以
前
の
迷
意
明
快
な
文
章
を
迫

注
一

復
し
て
作
ら
れ
た
一

新
の
擬
古
文
な
の
で
あ
る。

し
た
が
っ
て、

話
法
的
に
は

古
文
の
方
が、
四
六
文
よ
り
も
古
い
性
絡
を
保
っ
て
い
る
而
が
あ
る
と
考
え
ら

注ニ

れ
る
の
で
あ
る
が、
乙
の
よ
う
な
場
合
の
「
併」
手
が十uaX
の
格
で
な
か
っ
た

ら
し
い
乙
と
は、

泊
以
降
の
古
文
お
よ
び
そ
の
規
範
と
な
っ
た
秦
決
以
前
の
経

注三

史
の
類
の
中
に、
そ
れ
と
忠
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
な
い
乙
と
や、
主
に
そ
う
し

た
も
の
の
例
に
よ
っ
て
記
述
し
て
あ
る
諸
程
の
文
典
や
問
者
の
解
説
に、
こ
の

用
法
を
あ
げ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
乙
と
か
ら
推
し
測
ら
れ
る。

と
ζ
ろ
が、
六
朝
以
降
の
持
や
四
六・X
に
そ
れ
ら
し
い
例
を
も
と
め
る
の

は、
比
較
的
存
口却
な
の
で
あ
る。

AU

 

⑧
城一
角
短
篇
発

林
空
笠
品川
悲

曲
中
制…
別
窓

側円以
為
相
川山
〈
術
文
帝
・

折
錫
柳〉

ゐ

⑧
林
下
有
志
士

苦
学
的
光
陰

歳
晩
千
万
応

仰
入
方
寸
心

(
内
川
口剖
・

秋
森
中
過
者J
縦
之
仙
遊
山
居)

企

⑩
蛾
多
病
労、

頓
造、

剃
頂
之
時、

此
心
特
豆、

心
口
白
謀、

併
欲
抑
洛

(
附川
文
帝
・

又
答
湖
東
王
書)

AU

 

@
況
復
全
袖
京
繭、

雪
板
疑
傾、

併
務
育
問光
(
炭
信
・
諮
問
明
帝
賜
綿
布
等
啓)

AU

 

@一
品
祖
臣
今
綴
隙
祭
礼、

判
止
歌
哀、

傾
連
叩
地
之
誠、

併
漉
終
天
之一
仮、

鳴
乎
哀
哉 、

伏
惟
尚
響
(
数
種
泣
文
S
四
四
七
三
・

大
苦
虫
帝
祭
文)

そ
し
て、
乙
の
事
的
は、
わ
が
閑
で
も
同
級
で
あ
る。。

@
氷
結
波
文
断

結
飛
禁
惟
空

唯
A明
日斗
酒
一事

併
田
正
竹
林
風
(
経
国
集・
伊

永
氏
・

冬
日
友
人
旧
家
被
溺)

a

 

@
七
十
四
州{
白
人、

選
挙
試
学
人、

併
集
此
州
(
倍
大
和
上
東
征
伝)

⑧
約
一般
漸
徒、
世
情
弥
説、
七
不
…堪二
不
可、

川Y一
身、
白
従
草
創
比
卒、

尤
A
口

心

事

ホ〈
(
本
削明
文
粋
・

兼
明
親
王
・

池一一
子
記
)
AU

 

@
而
志
台
恐
安
五
条
之
下、

の
表
函
方
物、

併
従
劫
廻
(
同
-
vru
版
泣
茂
・
答

新
経
返
牒
)

「
側」
ん子
は、
「
説
文
例
字」
に

併

並
也
川以
人
井
声
(
巻
八
上)

故

例
也
HA
二
立
(
糸」
一
O
下)

と
あ
る。
乙
の
字
の
努
は、
人
が
二
人
立
っ
た
放
を
か
たe
ち
ど
っ
て
い
る
と
考

注問

え
ら
れ
る
が、
し
た
が
っ
て
原
義
は、
何
か
が
「
二
つ」
あ
る
状
態
・
動
作
を

表
わ
す
も
の
で
あ
り、
「
す
べ
て・
み
な」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
の
は、
そ
の
転

義
的
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

恐
ら
く
乙
れ
は、
」
ハ
朝
期
に
お
乙
っ
た

俗
語
的
用
法
な
の
で
あ
ろ
う。
詩
な
ど
の
場
合
は、
し
ば
し
ば
そ
の
時
代
の
俗
白
五

認
を
取
り
入
れ
る
乙
と
の
あ
る
ζ
と
は、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
と
ζ
ろ
で
あ
る

が、
乙
の
場
合
も
府
代
の
俗
語
の
資
料
で
あ
る
「
遊
仙
窟」
に
そ
れ
ら
し
い
例

が
見
え
る
の
で、
そ
う
し
た
も
の
の一
例
と
考
え
る
乙
と
も
可
能
の
よ
う
に
思

わ
れ
る。

。

@
天
生
系
市
能
期間
客、
殺
意
開
情
併
花
渠、
英
惟
(
醍
醐ゴ寸
本
遊
仙
窟)

す
く
な
く
と
も、
「
皆」
や
「
悉」
よ
り
新
し
い
表
現
な
の
で
あ
る。
そ
し
て、

そ
う
し
た
と
と
ろ
に、
「
側」
字
の
と
の
用
法
の
例
が、
四
六
文
に
見
え
て
も

古
い
経
史
の
類
や
古
文
に
は
見
あ
た
ら
な
い
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
り、
わ
が
国
の
漢
文
の
主
流
は、
六
朝・
市聞
に
お
け
る
四
六
文
の
盛
行
を
う

注
六

け
て、

上
代
以
来
ま
っ
た
く
四
六
文
で
あ
っ
た
か
ら、

変
休
漢
文
に
も
四
六
文

の
影
山間け
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
る
の
は、
向
然
な
の
で
あ
る。

も
っ
と
も、
四
六
文
に
も
古
く
は
動
詞
と
し
て
の
用
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
が、
乙
の
よ
う
な
い
さ
さ
か
特
殊
な
用
法
が
頻
用
さ
れ、
乙
の
字
が
「
シ

19 



カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
い
う
訓
と
強
く
結
び
つ
い
た
た
め、
わ
が
国
に
お
い
て
は、

ほ
か
の
用
法
は
駆
逐
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う。

注
一

、

四
六
文
・

古
文
に
つ
い
て
詳
し
く
は 、

青
木
正
児
「
支
那
文
学
概
説」

劉
麟
生
「
中
国
勝
文
史」

な
ど
参
照。

注
二 、

楊
伯
峻
「
中
国
文
語
文
法」

注
三 、

士口
文
真
宝
後
集 、

古
文
辞
類
築 、

唐
文
粋 、

礼
記

(
「
礼
記
引
得」〉 、

論
語
(
「
論

語
引
得」
) 、

萄
子
(
「
萄
子
引
得」) 、

閉山
士

(
「
恐
士
引
得」
) 、

准
南
子
(
「
准
南
子
辺

検
」) 、

列
子
(
「
列
子
索
引
」
〉 、

荘
子

(
「
荘
子
引
得」
) 、

史
記

(
「
史
記
及
註
釈
線
合

引
得」) 、

尚
喜
(
「
尚
普
通
検」) 、

論
衡
(
「
論
衡
通
検」
)

注
四 、

塩
谷
温
「
解
字
漢
和
辞
典」

注
五 、

張
相
「
詩
詞
曲
語
辞
医
釈」

釈
大
典「
文
語
解」
「
詩
語
解」

な
ど
参
照

注
六 、

岡
田
正
之
「
日
本
談
文
学
史」

川
口
久
雄
「
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究」

三
O
九
頁
以
下

五

最
後
に、
何
故
「
併」
字
が、
現
在
の
よ
う
に
「
あ
わ
す」
「
な
ら
ぷ」
な

ど
の
用
法
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が、
そ
れ
は、
「
シ

カ
シ
ナ
ガ
ラし
が
江
戸
期
に
接
続
詞
化
し
た
乙
と
と、
室
町
時
代
以
降
に
古
文

が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」

は、

一
六
O

三
年
成
立
の
日

葡

辞
書
(
乙
ζ
で
の
引
用
は

E
m
g

の
「
日
仏
辞
世一円
」
)

を
み
て
も
副
詞
で
あ
る。

。
rFn白口
}戸一
口
何回
開白『白

，い\
uq
竹\
斗
法，
U

開
口
内同市

コニb
S
白
口
弘
山、凹
P

D
E

宮司

ぢ
5
-巾回

目
。
ヨ
ロ凹・

2

8
5
g
p

g

z
g
g
口口
P
叩
ロ

み
E
S白
口同

円
叩
』
己目
白
ι山片品
L
X-
OH口・

の
}d
w白口
『一
口
由
同
曲『
曲
口
o
u、
m込
者
o

r
【山
内三回
O
EH1
0
E
ロ-

E
s
--

ぐ
uq
'
℃
ゆh
uq

u
H
Q
川w

y
uw
f
に
そ
い
い
u可
ヨ

20 

刈

も
っ
と
も、
筆
者
の
知
る、
接
続
詞
と
し
て
の
最
初
例
は、
江
戸
時
代
も
極

初
の
元
和
年
間
の
成
立
で
あ
るコ一
河
物
語
の
中
に
見
え
る
か
ら、
室
町
期
で
も

無
知
識
な
人
々
の
間
で
は、
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い。

タ
レ

ン
カ
γ
ナ
ガ
ラ

⑧
本
寄
も
ヲ
イ
腹
ヲ
切
申
事。
御
身
に
も
誰
カ
潤
ラ
ン
哉。
併。
御
身
者。

追
腹
ヲ
切
給
ヱ。
我
ら
供
者日正
に
而
追
腹
ハ
切
開
敷。

フ
タ
タ
ピ

⑮
扱
何
れ
モ
ヲ
見
ル
事
之
ウ
レ
シ
サ
ハ。
二
度
清
康
之
御
目
に
懸
思
日
社
ス

ン
カ
y
ナ
グ
ラ

ナ
ガ
シ

レ。
併。
朝一
度
に
来
り
而。
我
ヲ
見
テ。
一波
を
湧
而
今
生
之
暇
乞
ト

ヲ
ヲ
ク
キ
タ

テ
出
タ
リ
シ
者
供
之。
多
来
ラ
ズ。

注
一

そ
の
後
は、
し
ば
ら
く
副
詞・
接
続
詞
両
用
の
時
代
が
続
い
た
ら
し
い
が、

一
八
世
紀
の
中
葉
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る、
伊
勢
貞
丈
の
「
安
斉
随
筆」

注
二

の
次
の
記
事
か
ら
す
る
と、
当
時
既
に
知
識
庖
で
も
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
は、

完
全
に
接
続
詞
化
し
て
い
て、
原
義
は
全
く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
と

に
な
る。

併
字
訓

古
き
状
の
文
言
に
併
期-一
面
掲-
な
ど
と
あ
る
併
字
を
俗
に
シ
カ
シ

ナ
カ
ラ
と
よ
む
は
悪
し
き
読
み
や
う
也
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
と
読
み
て
は
乍
然
と

云
に
紛
れ
て
文
意
問
え
が
た
し
併
字
ア
ハ
セ
テ
と
よ
む
べ
し
上
文
に
二
ケ
条

三
ケ
条
も
多
く
事
を
記
し
た
る
終
に
期
は
必
併=
面
談一
な
と
云
認
あ
り
是
前

に
云
た
る
事
共
を
あ
は
せ
て
面
淡
す
べ
き
と
云
事
也
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
と
よ
み

て
は
義
理
通
し
が
た
き
也
X
乍
然
と
云
に
併
字
を
用
ゆ
る
も
誤
也

ま
た、
乙
の
頃
か
ら
「
シ
カ
シ」
と
い
う
形
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た。@

併
身
の
分
際
を
一風
ぬ
源
蔵
め
で
も
ど
ざ
り
ま
せ
ぬ
ハ
菅
原
伝
綬
手
習
鑑)



変体漢文の「併」字

『」
AV'」

@
由
良
殿
が
見
込
む
事
を
お
頼
申
さ
れ
た
も
尤。
併

鎗
長
万
は
格
別
(仮
名

手
本
忠
臣
蔵)

そ
し
て、
乙
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
も
「
併」
字
と
の
結
び
つ
き

は、
な
お
緊
密
で
あ
る。
一
方
「
併」
字
の
「
あ
わ
す」
「
な
ら
ぶ」
な
ど
の
湯

合
の
用
法
は、
漢
文
以
外
に
は
ま
だ
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い。
一
体、
乙
の
字
が

漢
字
仮
名
交
り
文
で
「
あ
わ
す」
「
な
ら
ぷ」
な
ど
の
語
を
表
記
す
る
よ
う
に

な
る
の
は、
い
つ
ど
ろ
か
ら
な
の
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か。
隼
者
は、
正
確
に
は

知
ら
な
い。

し
か
し、
と
ζ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は、
と
の
訓
の
交
替
は、

単
に
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
が
接
続
詞
化
し
て
し
ま
っ
て、
「
併」
字
の
訓
が
事
実

上
な
く
な
っ
て
し
ま
い、
そ
の
あ
な
を
別
の
語
が
埋
め
た、
つ
ま
り
訓
じ
か
え

ら
れ
た
と
い
う
だ
け
の
乙
と
で
は
な
い
乙
と
で
あ
る。
す
な
わ
ち、
「
併」
字

の
用
法
自
体
も
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る。
と
の
乙
と
は、
現
在
お
ζ
な
わ
れ

て
い
る、
「
併
殺」
と
か
「
併
行
線」
と
か
い
う
熟
語
の
な
か
の
「
併」
字
に、

「
す
べ
て」
「
み
な」
な
ど
の
語
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
て
も、
意
味
が
と

れ
な
い
こ
と
に
よ
り
容
易
に
知
ら
れ
る。
そ
し
て、
ζ
の
変
化
の
原
因
は、
日

本
漢
文
の
主
流
が
四
六
文
か
ら
古
文
へ
と
移
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る。

我
が
国
に
お
け
る
古
文
復
興
の
動
き
は、
南
北
朝
時
代
の
僧品
虎
関
師
錬
に

は
じ
ま
り、
中
鍛
円
月
に
よ
っ
て
盛
ん
と
な
り、
室
町
期
に
次
第
に
四
六
文
を

駆
逐
し、
江
戸
時
代
以
降
は
四
六
文
は
ま
っ
た
く
捨
て
ら
れ、
古
文
の
み
が
お

注
三

ζ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が、
と
の
新
出
の
古
文
が、
「
併」
字
の

伝
統
的
訓
で
あ
る
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
の
接
続
詞
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
自

に、
新
し
い
用
字
を
供
給
し
た
の
で
あ
る。企

⑫
我
極
南
界
即
是
古
南
倭
也。

其
伝
併
載
夷
洲
澄
洲
(
新
井
白
石
・
南
島
志)

企

@
秦
併
天
下、
自
以
徳
兼
三由主
五
帝、
故
井
為
号
(
同・
国
害
復
号
記
事)

@
遺
霊
衝
一統
盛
通
盛
忠
度
等、
入
美
濃、
俳
其
成
兵
与
源
行
家
源
義
円
爽
水

而
戦
(
頼
山
陽・
日
本
外
史)

ひ
と
く
ち
に
「
漢
文
仮
名
交
り
文」
と-一一己っ
て
も、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の

が、
歴
史
的
に
必
ず
し
も
連
続
し
て
い
な
い
ζ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る。

な
お、
余
談
と
な
る
が、
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ」
と
い
う
語
が、
本
来
は
「
す

べ
て・
み
な」
の
窓
を
も
っ
・も
の
で
あ
っ
た
乙
と
に
つ
い
て
の
理
解
は、
谷
川

士
清
の
「
和
訓
栄」
(一
七
七
七
年
刊)
で
ほ
ぼ
得
ら
れ
て
い
る。
し
か
し、
明

確
に
指
摘
し
た
の
は、
「
但
言
集
覧」
の
よ
う
で
あ
る。

注一 、
副
詞
の
例
は 、
日
本
古
典
学
会
刊
「
山
崎
閉
斉
全
集」
巻
上・
二
八
O
頁
上
段
十

四
行
参
照 。

役
二 、
た
だ
し 、
引
用
は 、「
何一一口
集
覧」(
m
補
仰
言
集
覧)
に
引
か
れ
た
木
文に
よっ
た 。

注
三 、
岡
田
正
之
「
日
本
漢
文
学
史」
=
二
七
頁 、
及
び
「
中
国
学
芸
大
辞
典」
の
「
四

六
文」
の
項
参
照 。

Oと
の
稿で
引
用
し
た
翻
刻

今
脅
物
詩
集(
日
本
古
典
文
学
大
系) 、
類
栄三
代
格・
令
義
解・
本
朝
文
粋
(
憎
補
国
史

大
系) 、
庇
大
和
上
東
征
伝
(曲中
山木
迫
文) 、
扶
桑
築・
経
国
集・
雑
言
窓
和
〈
辞
書
類

楽) 、
日
本
往
生
極
楽
記
(
大
日
本
仏
教
全
智) 、
朝
野
群
載(
改
正
増
術
史
結
集
覧) 、
長

秋
記・
兵
範
記
(
史
料
大
成) 、
南
島士山・
図
書
復
号
記
事
(
新
井
白
石
全
集) 、
日
本
外

史
(
校
刻
日
本
外
史
〔
川
越
版〕)
菅
原
伝
授
手
習
鑑・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵(
日
本
古
典
全

書
「
竹
田
出
雲
集」
) 、

説『
X
解
{子
(
芥
裕
太
平
守
防
版)

折
揚
柳
・

秋
森
中
過
努
縦
之
仙

遊
山
居
(
淡
誇
大
観〉 、
文
答
湖
東
立
合・
謝
周
明
帝
賜
紙
布
等
啓
(
抽出
貌
六
朝
百
三
家

集)

ーl
東
京
教
育
大
学
大
学
院
学
生
||

21 


